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「特別支援教育ほっかいどう」第27号（通巻第71号） 

〈巻頭言〉 

「本道の特別支援学校におけるＩＣＴ活用実践と今後の展望」 

北海道立特別支援教育センター 
所長 日 向 正 明  
 

 

 

  令和３年（2021年）12月24日に閣議決定された「デジタル社会の実現に向けた重点計画」において、教

育のデジタル化のミッションは「誰もが、いつでもどこからでも、誰とでも、自分らしく学べる社会」を

目指し、ストレスのないＩＣＴ環境とともに、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図

ることであるとされています。 

   一方、学校現場では、特別な支援を要する児童生徒、日本語指導を必要とする児童生徒、特定分野に特

異な才能のある児童生徒など、多様な背景や認知特性等を有する児童生徒が在籍し、様々な実態の学校が

存在する中で、「学校で」、「教師が」、「同時に」、「同一学年の児童生徒に」、「同じ速度で」、「同じ内容を」

教える、という従前の学習指導の基本的な枠組みでは十分に対応できない可能性が生じているとの指摘も

あります。 

   このような課題に対し、「１人１台端末配備・高速通信網接続・クラウド活用」を基本とする「ＧＩＧＡ

スクール構想」の下で、「令和の日本型学校教育」の構想を現実のものとする必要性があるとされています。 

 

  また、文部科学省は令和４年（2022年）２月25日、初等中等教育段階の教育政策の改革方針を示すもの

として「教育進化のための改革ビジョン」を公表しました。これは新型コロナウイルス感染症を契機とし

て様々な生活様式が変わったこと、また、デジタル化が急速に進むなかで、初等中等教育段階の教育政策

について、「令和の日本型学校教育」の具体的な進め方等、教育進化のための改革方針を示すものです。具

体的な内容として、「誰一人取り残さず個々の可能性を最大限に引き出す教育」、「教職員が安心して本務に

集中できる環境」の２つを基本理念とし、「４つの柱」として、①「リアル」×「デジタル」の最適な組合

せによる価値創造的な学びの推進、②これまでの学校では十分な教育や支援が行き届かない子供への教育

機会の保障、③地域の絆を深め共生社会を実現するための学校・家庭・地域の連携強化、④教職員が安心

して本務に集中できる環境整備を掲げています。 

 

  「ＧＩＧＡスクール構想」の推進により、令和２年度末までに北海道のほぼ全ての小・中学校、特別支

援学校（小・中学部）に１人１台端末が整備され、令和３年度（2021年度）からＩＣＴを活用した学習が

本格的に始まりました。北海道教育委員会では、ＩＣＴに関する情報を掲載した広報誌「ＧＩＧＡワール

ド通信」を令和３年（2021年）５月より発行するなどして、ＩＣＴを効果的に活用した教育活動に向けた

学校への支援を行っています。また、当センターにおいても、「特別支援教育ほっかいどう」第26号（通巻

第70号）を令和３年（2021年）３月に発行し、校内のＩＣＴ環境の整備や障がい種ごとのＩＣＴ活用に関

する基礎的・基本的な内容、ＩＣＴを活用した授業づくりの工夫等についてガイドブックとしてとりまと

めました。 

 

  このような現状を踏まえ、本号「特別支援教育ほっかいどう」第27号（通巻71号）は、ＧＩＧＡスクー

ル構想の下で整備された一人一台端末の積極的な利活用の重要性に鑑み、前号に引き続き、本道の特別支

援教育におけるＩＣＴ利活用の更なる充実に向けた特集記事を掲載することとしました。本特集記事は、

「特別支援教育オンライン・スタディ・ガイド〜本道の特別支援学校におけるＩＣＴ活用実践事例集〜」

をテーマとし、各教科及び指導形態におけるＩＣＴ活用の事例や、校内研修の取組、校務の効率化の具体

的な取組について、道内の特別支援学校における実践事例を取りまとめて掲載しています。 

  本号を自校の取組を振り返る契機にしていただき、取組の充実にお役立ていただければ幸いです。 


	00_Ｒ３特ほ表紙
	特別支援教育�ほっかいどう　　

	00_目次
	01_【巻頭言】

